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一　

唯
一
の
左
注
箇
所

　
『
鴨
長
明
集
』
は
、
い
わ
ゆ
る
寿
永
百
首
家
集
の
一
つ
で
、
春
・
夏
・
秋
・

冬
・
恋
・
雑
に
部
類
さ
れ
、
百
五
首
（
う
ち
他
人
詠
一
首
）
を
収
め
る
。
た
だ

し
、
諸
本
と
も
、
秋
部
に
「
荒
屋
見
月
」
の
題
の
み
を
記
し
て
和
歌
を
脱
す

る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
成
立
は
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
五
月
と
推
定
さ

れ１
、
長
明
二
十
八
歳
時
の
自
撰
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
集
は
、
一
般
的
な
私
家
集
と
同
様
、
収
録
歌
の
前
に
は
歌
題
も
し
く
は

詞
書
が
記
さ
れ
る
が
、
唯
一
、
次
掲
の
箇
所２
に
の
み
左
注
が
付
さ
れ
て
い
る

（
括
弧
内
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
）。

　
　

海
上
月

く
ま
も
な
き
か
ゝ
み
と
み
え
て
す
む
月
を

も
ゝ
た
ひ
み
か
く
を
き
つ
し
ら
な
み　
　
　

（
三
六
）

た
ま
よ
す
る
み
さ
き
か
を
き
に
な
み
ま
よ
り

た
ち
い
つ
る
月
の
か
け
の
さ
や
け
さ　
　
　

（
三
七
）

　
　

下
つ
さ
の
国
に
三
さ
き
と
い
ふ
所
あ
り

　
　

ひ
の
も
と
の
ひ
ん
か
し
の
は
て
な
れ
は
月
は
な
み

　
　

よ
り
い
つ
る
や
う
に
そ
み
ゆ
な
る
こ
ち
か
せ

　
　

ふ
け
は
く
は
く
お
ほ
く
よ
る
と
な
ん
申
侍

　
「
海
上
月
」
の
題
の
も
と
に
二
首
が
記
さ
れ
る
が
、
左
注
は
、
詠
み
込
ま

れ
た
地
名
「
み
さ
き
」
の
補
足
説
明
で
あ
り
、
三
七
番
歌
の
み
に
か
か
る
も

の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
、
稿
者
の
疑
問
は
、
百
五
首
（
原
態
は
百
六
首
か
）
の
家
集
収
録
歌
の

中
で
、
な
ぜ
長
明
は
こ
の
一
首
に
だ
け
、
わ
ざ
わ
ざ
左
注
を
施
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
左
注
は
三
つ
の
文
か
ら
成
っ

て
い
る
。
適
宜
漢
字
を
当
て
読
点
を
付
し
、
表
記
等
を
改
め
て
示
す
と
、
第

一
文
「
下
総
の
国
に
、
三
崎
と
い
ふ
所
あ
り
」
に
お
い
て
「
三
崎
」
の
所
在

地
を
述
べ
、
第
二
文
「
日
の
本
の
東
の
果
て
な
れ
ば
、
月
は
波
よ
り
出
づ
る

や
う
に
ぞ
見
ゆ
な
る
」
で
、
そ
の
位
置
の
特
質
を
伝
聞
情
報
と
し
て
紹
介
、

そ
し
て
第
三
文
「
こ
ち
風
吹
け
ば
、
琥
珀
多
く
寄
る
と
な
ん
申
し
侍
る
」
で

は
、
や
は
り
伝
聞
情
報
と
し
て
、
そ
の
特
異
な
産
物
に
言
及
す
る
。

　

三
崎
と
聞
け
ば
、
ま
ず
現
在
の
神
奈
川
県
三
浦
市
の
三
崎
、
す
な
わ
ち
相

　

「
玉
寄
す
る
三
崎
」
考

│
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鴨
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集
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模
国
三
崎
郡
三
崎
郷
を
想
起
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。
当
地
に
は
源
頼

朝
の
山
荘
が
営
ま
れ
（『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
閏
八
月
一
日
条
ほ
か
）、

み
さ
き
と
い
ふ
所
へ
ま
か
れ
り
し
江
に
い
そ
べ
の
松
と
し
ふ
り
に

け
る
を
み
て
よ
め
る

い
そ
の
松
い
く
ひ
さ
さ
に
か
成
り
ぬ
ら
ん
い
た
く
木
高
き
風
の
お
と
か

な 
（『
金
槐
集
』
雑
・
六
九
五
／
『
玉
葉
集
』
雑
三
・
二
一
九
一
）

と
詠
ま
れ
た３
ご
と
く
、
勝
地
と
し
て
将
軍
を
は
じ
め
と
す
る
鎌
倉
幕
府
の
要

人
が
し
ば
し
ば
遊
覧
し
た
。『
鴨
長
明
集
』
三
七
番
歌
に
酷
似
す
る
歌
が
群

書
類
従
本
『
東
関
紀
行４
』
に
見
え
る
。

か
く
し
つ
ゝ
あ
か
し
く
ら
す
ほ
ど
に
、
つ
れ
〴
〵
も
な
ぐ
さ
む
や
と

て
、
和
賀
江
の
つ
き
嶋
、
三
浦
の
み
さ
き
な
ど
い
ふ
浦
々
を
行
て
み
れ

ば
、
海
上
の
眺
望
哀
を
催
し
て
、
こ
し
か
た
に
名
高
く
面
白
き
所
々
に

も
を
と
ら
ず
お
ぼ
ゆ
。

さ
び
し
さ
は
過
こ
し
か
た
の
浦
々
も
ひ
と
つ
な
が
め
の
沖
の
つ
り

舟玉
よ
す
る
三
浦
が
さ
き
の
波
ま
よ
り
出
た
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ

　

群
書
類
従
本
の
み
に
見
え
る
右
の
二
首
の
う
ち
、「
玉
よ
す
る
」
歌
は
、

当
該
長
明
歌
を
改
変
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
当
該
長
明
歌

の
他
出
文
献
を
検
索
す
る
と
、
左
の
二
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
地

名
の
部
分
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。

（
海
辺
月
と
い
ふ
こ
と
を
）  

 
 
 

鴨
長
明

た
ま
よ
す
る
み
さ
き
が
さ
き
の
な
み
ま
よ
り
た
ち
い
づ
る
月
の
か
げ
の

さ
や
け
さ 

（『
万
代
集
』
秋
上
・
九
八
六
）

本
御
前
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
長
明

玉
よ
す
る
み
ぎ
は
が
崎
の
浪
ま
よ
り
た
ち
出
づ
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ

 

（『
歌
枕
名
寄
』
未
勘
国
下
・
九
六
六
六
）

　

下
総
の
三
崎
が
和
歌
に
詠
ま
れ
た
例
は
、
当
該
歌
以
外
に
は
絶
無
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
文
異
同
や
改
変
が
生
じ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ

う
な
特
殊
な
地
名
を
題
詠
歌
に
詠
み
込
ん
だ
長
明
の
企
図
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、
当
該
歌
は
ど
の
よ
う
な
場
で
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

海
上
月

　

問
題
の
長
明
歌
の
詠
出
機
会
は
不
明
だ
が
、「
海
上
月
」
題
は
、
同
時
代

の
歌
人
の
家
集
等
に
散
見
さ
れ
る
。
大
治
五
年
（
一
一
二
九
）
の
『
殿
上
蔵

人
歌
合
』
の
題
と
な
っ
た
の
が
初
見
か
。

七
番　

海
上
月　

左　
　
　
　
　
　
　
　

盛
定

お
し
て
る
や
岩
う
つ
波
に
散
る
玉
の
光
く
ま
な
く
み
ゆ
る
月
か
な

 

（
一
三
）

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
兼

明
け
ぬ
と
て
あ
ま
の
つ
り
舟
こ
ぎ
い
づ
れ
ば
と
渡
る
月
の
光
な
り
け
り

 

（
一
四
）

八
番　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
兼

玉
な
ら
ば
な
ぎ
さ
に
い
か
に
つ
も
ら
ま
し
よ
る
波
ご
と
に
や
ど
る
月
影

 

（
一
五
）

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
盛

し
ま
き
し
て
須
磨
の
浦
波
さ
わ
げ
ど
も
の
ど
か
に
す
め
る
夜
は
の
月
か

な 

（
一
六
）

九
番　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
基
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さ
夜
ふ
け
て
あ
は
ぢ
の
せ
と
の
な
ぎ
さ
よ
り
月
の
光
の
さ
し
渡
り
け
る

 

（
一
七
）

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
信

あ
な
し
吹
く
う
ら
の
な
ご
ろ
は
た
か
け
れ
ど
月
は
の
ど
か
に
す
み
わ
た

り
け
り 

（
一
八
）

な
お
『
楢
葉
集
』
に
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
催
行
の
『
永
縁
奈
良
房

歌
合
』
の
一
首
を
「
海
上
月
」
題
と
詞
書
し
て
収
録
す
る
（
秋
・
二
三
五
）
が
、

歌
合
で
の
題
は
「
月
」
で
あ
っ
た
。

　
『
鴨
長
明
集
』
と
同
じ
寿
永
百
首
家
集
に
収
録
さ
れ
る
同
一
題
歌
に
は
、

次
の
例
が
あ
る
。

海
上
月

な
に
た
て
る
ゑ
じ
ま
が
お
き
を
み
わ
た
せ
ば
そ
ら
ゆ
く
月
を
う
つ
す
な

り
け
り 
（『
広
言
集
』
四
六
）

海
上
月

せ
と
わ
た
る
お
き
つ
し
ほ
か
ぜ
ふ
く
か
ら
に
月
も
て
あ
そ
ぶ
よ
さ
の
う

ら
な
み 

（『
経
正
集
』
四
一
）

海
上
月　

地
下
歌
合

な
る
み
が
た
わ
れ
と
と
も
に
ぞ
い
で
に
け
る
ふ
な
ぢ
も
月
は
お
く
る
な

り
け
り

よ
ふ
ね
こ
そ
し
ほ
ぢ
は
る
か
に
こ
ぎ
い
づ
れ
と
わ
た
る
月
を
し
る
べ
に

は
し
て 

（『
親
盛
集
』
五
二
〜
五
三
）

　

こ
の
ほ
か
、
時
代
の
近
い
作
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
拾
う
こ
と

が
で
き
る
。海

上
月

よ
も
す
が
ら
あ
か
し
の
う
ら
の
な
み
の
う
へ
に
か
げ
た
た
み
お
く
あ
き

の
よ
の
つ
き 

（『
聞
書
集
』
一
五
八
）

海
上
月　

宇
治
前
大
僧
正
御
房
に
て

な
が
め
や
る
心
の
は
て
ぞ
な
か
り
け
る
あ
か
し
の
お
き
に
す
め
る
月
影

 

（『
林
葉
集
』
四
八
七
）

海
上
月

難
波
が
た
蘆
間
を
分
け
て
漕
ぐ
舟
の
音
さ
へ
す
め
る
秋
の
夜
の
月

 

（『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
九
七
・
寂
念
／
『
雲
葉
集
』
秋
中
・
五
七
七
）

海
上
月
を
よ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
恵
法
師

和
田
の
は
ら
塩
路
は
る
か
に
す
む
月
の
い
づ
る
も
入
る
も
奥
つ
白
波

 

（『
玄
玉
集
』
天
地
下
・
二
〇
五
）

歌
合
に
、
海
上
月
と
い
ふ
心
を
よ
め
る　
　

藤
原
兼
康

諸
共
に
な
み
の
う
へ
に
ぞ
出
で
に
け
る
月
は
い
づ
く
か
と
ま
り
な
る
ら

ん 

（『
玄
玉
集
』
天
地
下
・
二
一
〇
）

海
上
月
、
歌
苑
抄５　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
蓮
法
師

月
か
げ
に
し
ほ
み
ち
ぬ
れ
ば
な
に
は
え
を
う
た
ひ
て
出
づ
る
あ
ま
の
つ

り
舟 

（『
夫
木
抄
』
秋
部
四
・
五
一
九
二
）

　
「
海
上
月
」
題
は
、
十
二
世
紀
に
一
定
の
流
行
を
示
し
、
歌
合
の
題
と
な
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
集
成
し
た
資
料
中
に
は
、
長
明
と
縁
深
い
人
物
の

名
も
見
え
て
い
る
。
な
お
『
林
葉
集
』
俊
恵
歌
の
詠
出
機
会
は
、
藤
原
忠
通

男
で
あ
る
覚
忠
（
一
一
一
八
〜
一
一
七
七
）
の
も
と
で
の
作
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
閏
九
月
十
七
日
に
催
さ
れ
た
右
大
臣
兼
実
歌
合

す
な
わ
ち
月
十
首
歌
合６
に
は
、「
海
上
見
月
」
題
が
設
け
ら
れ
た
。
海
上
の
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船
中
で
月
を
見
る
と
い
う
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
場
面
設
定
を
指
定
す
る
題
で

あ
る
。
同
歌
合
に
証
本
は
残
ら
ず
、
諸
資
料
か
ら
以
下
の
作
が
集
成
で
き
る
。

海
上
見
月

も
ろ
と
も
に
な
み
の
う
へ
に
も
や
ど
る
か
な
月
も
あ
か
し
や
と
ま
り
な

る
ら
ん 

（『
重
家
集
』
五
七
一
／
『
新
拾
遺
集
』
秋
下
・
四
一
八
）

海
上
見
月
、
右
大
臣
家
会

照
る
月
を
雲
な
へ
だ
て
そ
夜
舟
こ
ぐ
我
も
よ
る
べ
き
し
ま
が
く
れ
な
し

 

（『
頼
政
集
』
二
二
一
）

同
家
十
首
会
中
に
、
海
上
見
月
と
云
ふ
題
を

こ
ぎ
い
で
て
い
く
た
の
う
ら
に
う
き
な
が
ら
こ
こ
ろ
は
月
の
み
ふ
ね
に

ぞ
の
る 

（『
季
経
集
』
七
七
）

安
元
元
年
閏
九
月
歌
合
、
見
海
上
月　
　
　

道
因
法
師

こ
し
の
海
の
山
な
き
西
を
な
が
む
れ
ば
心
に
の
み
ぞ
月
は
い
り
け
る

 

（『
夫
木
抄
』
一
〇
三
六
一
）

安
元
元
年
閏
九
月
歌
合
、
恋
依
月
増　
　
　

藤
原
尹
明

夜
を
こ
め
て
わ
だ
の
渡
を
こ
ぎ
く
れ
ば
あ
は
ぢ
の
島
に
月
ぞ
か
か
れ
る

 

（『
夫
木
抄
』
一
二
二
四
九
）

尹
明
の
作
は
同
歌
合
の
別
題
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
「
海
上
見
月
」

の
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三　

長
明
歌
の
表
現

　
『
鴨
長
明
集
』
の
三
七
番
歌
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
の
前
の
同
題
三
六
番

歌
の
表
現
も
見
て
お
こ
う
。
隈
な
く
澄
む
月
を
明
鏡
に
見
立
て
、
海
上
か
ら

昇
る
そ
の
月
を
白
い
波
が
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
る
と
い
う
歌
意
と
な
る
。

「
も
も
た
び
み
が
く
」
の
用
例
に
は
、『
東
北
院
職
人
歌
合
』
の
、

月
影
を
も
も
た
び
み
が
く
あ
ら
し
か
な
こ
れ
や
ま
す
み
の
か
が
み
な
る

ら
ん 

（
五
番
本
・
一
一
・
鋳
物
師
）

が
あ
る
が
、
同
歌
合
判
詞
に
「
此
歌
、
揚
州
の
百
練
鏡
の
事
を
思
ひ
て
よ
ろ

し
く
侍
れ
ど
も
」
と
評
さ
れ
る
通
り
、『
白
氏
文
集
』
新
楽
府
の
「
百
練
鏡
」

を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
長
明
の
こ
の
歌
も
、
久
保
田
淳
が
指
摘７

し
た
よ
う
に
、
漢
籍
享
受
歌
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
三
七
番
歌
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳７
や
光
華
女
子
大
学
鴨
長
明
集

研
究
会
が
施
し
た
当
該
歌
へ
の
注
解８
が
指
摘
す
る
通
り
、『
久
安
百
首
』
の

次
の
二
首
が
、
や
は
り
参
考
歌
と
な
る
だ
ろ
う
。

玉
よ
す
る
浦
わ
の
風
に
空
晴
れ
て
ひ
か
り
を
か
は
す
あ
き
の
夜
の
月

 

（『
久
安
百
首
』
四
二
・
崇
徳
院
／
『
千
載
集
』
秋
上
・
二
八
二
）

秋
風
に
た
だ
よ
ふ
雲
の
た
え
ま
よ
り
も
れ
出
づ
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ

（『
久
安
百
首
』
三
三
八
・
顕
輔
／
『
新
古
今
集
』
秋
上
・
四
一
三
、
二
句
「
た

な
び
く
雲
の
」）

　

特
に
顕
輔
歌
と
は
、
下
句
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
な
お
、
長
明
の
こ
う

し
た
作
歌
態
度
に
つ
い
て
は
、
下
西
善
三
郎
の
論
が
あ
り９
、
先
行
歌
人
か
ら

の
歌
こ
と
ば
の
摂
取
を
基
盤
と
し
て
、
歌
を
合
成
し
た
り
、
一
首
の
骨
格
を

模
倣
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
、
初
期
長
明
の
作
歌
行
為
の
特
徴
が
認
め
ら
れ

て
い
る
が
、
三
七
番
歌
に
つ
い
て
も
、
ひ
と
ま
ず
同
工
の
も
の
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

参
考
歌
の
う
ち
崇
徳
院
歌
は
、「
浦
わ
」
の
表
現
か
ら
も
明
ら
か
に
『
後

漢
書
』（
循
吏
列
伝
・
孟
嘗
）
を
典
拠
と
す
る
『
蒙
求
』
の
「
合
浦
珠
還
」
の

故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
天
山
不
弁
何
年
雪　

合
浦
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応
迷
旧
日
珠
」（
秋
・
月
・
二
五
五
・
三
統
理
平
）
な
ど
に
も
受
容
さ
れ
た
故
事

で
あ
り
、
光
華
女
子
大
学
の
注
解
で
も
、
理
平
の
詩
句
に
「
発
想
を
得
た
か
」

と
語
釈
し
、
こ
の
部
分
の
歌
意
は
「
美
し
い
真
珠
を
海
岸
の
方
へ
寄
せ
て
く

る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
出
で
あ
る
『
万
代
集
』
の
和
歌
文
学
大

系Ａ
の
脚
注
も
、
初
句
を
「
美
し
い
玉
を
海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
」
と
訳
し
、「
後

漢
書
に
よ
る
と
、
真
珠
の
産
地
合
浦
で
は
、
貪
欲
な
大
守
が
乱
獲
し
た
の
で
、

珠
は
交
趾
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
孟
嘗
が
太
守
と
な
っ
て
苛
政
を
改
め
た

の
で
、
珠
は
再
び
合
浦
に
寄
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
故
事
に
よ
る

表
現
」
と
説
明
し
た
上
で
、
理
平
の
詩
句
を
掲
げ
るＢ
。

　

先
に
「
海
上
月
」
題
の
作
例
と
し
て
掲
げ
た
大
治
五
年
『
殿
上
蔵
人
歌
合
』

の
藤
原
範
兼
の
歌
（
一
五
）
も
、
こ
の
作
者
ら
し
く
、
や
は
り
当
該
故
事
に

拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
時
代
の
他
の
作
例
に
、『
三

井
寺
山
家
歌
合
』
で
藤
原
親
盛
が
詠
じ
た
、

秋
か
ぜ
に
月
の
光
は
住
吉
の
き
し
に
き
よ
ら
ぬ
玉
か
と
ぞ
み
る

 
（
秋
月
・
四
六
）

が
あ
り
、
判
者
観
蓮
（
藤
原
教
長
）
か
ら
「
実
に
合
浦
を
よ
ま
れ
た
る
に
や
」

と
評
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
『
鴨
長
明
集
』
の
三
七
番
歌
も
、
同
題
の
三
六

番
歌
と
同
じ
く
漢
籍
故
事
に
拠
り
、「
玉
」
は
真
珠
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。

四　

下
総
国
三
崎
荘

　

下
総
国
の
三
崎
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
は
現
在
の
千
葉
県
銚
子
市
か
ら
旭

市
に
か
け
て
所
在
し
た
三
崎
荘
の
地
を
指
す
も
の
と
考
え
て
問
題
は
な
いＣ
。

同
荘
は
海
上
荘
と
も
号
さ
れ
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
二
十
日
の
「
皇

嘉
門
院
惣
処
分
状
」（
九
条
家
文
書
。『
鎌
倉
遺
文
』
三
九
一
三
）
に
よ
り
、
皇
嘉

門
院
藤
原
聖
子
の
養
子
藤
原
良
通
（
兼
実
男
）
に
譲
ら
れ
た
。『
吾
妻
鏡
』
文

治
二
年
（
一
一
八
六
）
三
月
十
二
日
条
に
も
「
殿
下
御
領
」
と
あ
り
、
九
条

家
領
と
し
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
るＤ
。

　

同
荘
は
そ
の
後
、
九
条
家
の
家
司
で
あ
っ
た
藤
原
定
家
が
一
時
期
所
職
を

得
る
。
す
な
わ
ち
『
明
月
記Ｅ
』
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
七
月
二
十
五
日
条

に
「
以
女
房
、
給
下
総
国
三
崎
庄
政
所
御
下
文
、
蒙
種
々
恩
、
是
奉
公
本
意

也
」
云
々
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
遼
遠
所
雖
不
幾
事
、
御
志
之
至
超
過
傍
輩
、

可
謂
面
目
本
意
」
と
感
悦
の
辞
を
加
え
る
。
し
か
し
同
記
建
仁
二
年
（
一
二

〇
二
）
二
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、「
三
崎
事
、
依
無
面
目
、
自
去
年
辞
退
申
之
」

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
日
、
最
勝
金
剛
院
領
伊
賀
国
大
内
東
庄
の
所
職
の

下
文
を
得
た
と
記
し
、
三
崎
に
つ
い
て
は
「
三
崎
尋
常
所
也
、
雖
又
有
興
復

之
聞
、
遼
遠
之
上
、
所
課
極
難
堪
」
と
、
遠
隔
の
地
で
あ
り
経
営
が
困
難
で

あ
っ
た
旨
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
定
家
は
三
崎
荘
の
所
職
を
返
上

し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
同
荘
は
ま
た
、
東
常
縁
の
祖
で
あ
る
千
葉
常
胤
が

源
頼
朝
か
ら
与
え
ら
れ
た
地
で
も
あ
る
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
十
月
二
十
八
日

条Ｆ
）。
こ
も
ご
も
和
歌
に
縁
を
持
つ
地
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

長
明
が
問
題
の
歌
を
詠
ん
だ
時
点
で
は
、
三
崎
は
皇
嘉
門
院
領
な
い
し
九

条
家
領
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
位
置
は
、
犬
吠
埼
の
先
端
部
分
を

含
む
利
根
川
の
南
岸
地
域
で
、
左
注
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
犬
吠
埼

は
実
際
に
本
州
最
東
端
の
地
で
あ
り
、「
日
の
本
の
東
の
果
て
な
れ
ば
、
月

は
波
よ
り
出
づ
る
や
う
に
ぞ
見
ゆ
な
る
」
の
記
述
が
正
確
で
あ
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
犬
吠
埼
周
辺
に
は
中
生
代
白
亜
紀
の
地
層

が
露
出
し
、
付
近
の
海
岸
で
は
現
在
で
も
琥
珀
あ
る
い
は
漂
着
琥
珀
が
採
集
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さ
れ
て
い
る
。
銚
子
市
に
所
在
す
る
粟
島
台
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
に

琥
珀
玉
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
お

り
、
当
地
は
日
本
最
古
の
琥
珀
の
産
地
で
あ
っ
たＧ
。
琥
珀
は
『
般
若
経
』
な

ど
で
七
宝
の
一
と
さ
れ
、
念
珠
や
経
巻
の
軸
頭
な
ど
に
用
い
ら
れＨ
、
珍
重
さ

れ
た
。
古
代
・
中
世
の
他
の
文
献
史
料
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
左
注
の
「
こ

ち
風
吹
け
ば
、
琥
珀
多
く
寄
る
と
な
ん
申
し
侍
る
」
の
記
述
も
、
正
確
な
当

地
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

発
表
の
場
と
情
報
の
出
所

　

こ
の
よ
う
な
左
注
が
付
さ
れ
て
い
る
以
上
、『
鴨
長
明
集
』
三
七
番
歌
の

「
玉
寄
す
る
三
崎
」
の
「
玉
」
は
、
真
珠
と
は
解
し
難
い
。「
波
が
琥
珀
の
玉

を
打
ち
寄
せ
る
三
崎
」
の
意
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。『
久
安
百
首
』
の
崇

徳
院
お
よ
び
顕
輔
の
歌
を
合
成
し
た
か
の
よ
う
な
一
首
の
軸
線
に
、
特
異
な

地
名
と
そ
の
産
物
と
を
絡
め
、
意
想
外
の
世
界
を
描
い
て
見
せ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、「
波
間
よ
り
た
ち
出
づ
る
月
」
は
ま
だ
高
度
の

低
い
月
で
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
は
空
気
層
を
通
過
す
る
光
の
距
離
や
屈
折
の

関
係
か
ら
、
暗
く
赤
み
が
か
り
、
端
的
に
い
え
ば
「
琥
珀
色
」
を
呈
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
長
明
は
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
計
算
し
操
作
し
た
上

で
、
一
首
を
仕
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

当
該
歌
は
題
詠
で
あ
り
、
一
体
ど
の
よ
う
な
場
、
具
体
的
に
は
歌
会
等
に

お
い
て
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
崎
が
和
歌
に
詠
ま
れ
た
前
例
は
見
出

せ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
地
に
つ
い
て
種
明
か
し
が
な
さ
れ
た
時
、
一
座
に

お
い
て
感
興
を
喚
起
し
、
納
得
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
歌
を
詠
進
す
る

意
味
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
は
三
崎
荘
に
関
す
る
情
報
や
話
題
が
共
有
さ
れ
得

る
場
、
す
な
わ
ち
皇
嘉
門
院
や
九
条
家
に
関
係
し
た
場
で
あ
っ
た
可
能
性
は

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
第
二
節
で
「
海
上
月
」
題
が
十
二
世
紀
の
、
特
に
後
半
に
流
行
し
て

い
た
状
況
を
見
た
。
そ
こ
に
集
成
し
た
和
歌
の
中
に
は
、
長
明
作
と
同
一
歌

会
で
発
表
さ
れ
た
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
鴨
長
明
集
』

の
三
六
番
歌
と
三
七
番
歌
と
の
関
係
も
、
別
機
会
の
詠
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
同
一
機
会
の
作
で
あ
っ
た
か
、
両
様
が
考
え
ら
れ
る
。

『
親
盛
集
』
も
「
地
下
歌
合
」
と
注
記
し
、
二
首
を
ま
と
め
て
収
録
す
る
。

長
明
の
二
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
百
練
鏡
」「
合
浦
珠
還
」
と
い
う
漢
籍
享
受

を
思
わ
せ
る
点
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
政
教
性

の
高
い
典
拠
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
後
者
は
、「
合
浦
」
と
思
わ
せ
な
が
ら

実
は
真
珠
で
は
な
く
琥
珀
だ
っ
た
と
い
う
、
意
外
な
方
向
へ
と
す
り
抜
け
る

回
路
が
埋
め
込
ま
れ
た
作
品
な
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
海
上
月
」
題
詠
歌
の
中
で
注
目
さ
れ
て
く

る
の
が
、『
林
葉
集
』
四
八
七
番
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
覚
忠
の
房
で
詠
ま

れ
て
い
た
。
俊
恵
は
覚
忠
と
は
親
し
く
、
覚
忠
主
催
の
歌
会
に
参
加
し
、
贈

答
も
交
わ
し
て
い
る
（『
林
葉
集
』
ほ
か
）。
覚
忠
は
先
述
の
通
り
忠
通
男
で
、

皇
嘉
門
院
に
は
兄
に
当
た
る
。
ま
た
、
九
条
家
に
近
い
私
撰
集
で
あ
る
『
玄

玉
集
』
へ
の
入
集
歌
中
に
「
海
上
月
」
題
が
見
え
る
こ
と
、
兼
実
主
催
の
歌

合
で
「
海
上
見
月
」
題
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
三
崎
荘
の
領
有

に
関
わ
る
権
門
に
近
い
場
に
お
い
て
「
海
上
月
」
な
い
し
そ
れ
に
近
似
す
る

歌
題
が
一
再
な
ら
ず
見
え
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
断
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
そ
う
し
た
中
の
あ
る
機
会
に
、
当
該
長
明
歌
が
詠
出
さ

れ
た
可
能
性
は
想
定
で
き
ま
い
か
。
な
お
、
俊
恵
は
長
明
の
歌
の
師
と
な
る
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が
、
そ
の
入
門
時
期
は
『
無
名
抄
』「
歌
人
不
可
証
得
事
」
の
記
述
か
ら
、

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
の
藤
原
実
定
任
内
大
臣
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、

当
該
歌
の
詠
出
は
そ
の
前
と
な
る
。

　

さ
て
、
三
崎
に
関
す
る
正
確
で
詳
細
な
現
地
情
報
を
、
長
明
は
ど
の
よ
う

に
し
て
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
鴨
長
明
集
』
と
同
時
代
の
有
力
歌
人
で
、

実
際
に
下
総
へ
下
っ
た
人
物
に
、
源
頼
政
が
い
る
。『
袖
中
抄
』
第
十
「
よ

こ
ほ
り
ふ
せ
る
」
項Ｉ
に
は
次
の
記
述
が
見
え
る
。

…
さ
や
の
中
山
と
は
遠
江
国
に
あ
り
。
付
此
山
二
の
不
審
あ
り
。
…
二

に
は
頼
政
卿
云
、
下
総
へ
下
向
之
時
か
の
土
民
等
の
申
し
ゝ
は
、
さ
や

の
長
山
と
い
へ
り
。
こ
れ
又
い
か
ゞ
と
聞
ゆ
。
如
此
き
び
の
中
山
、
き

さ
の
中
山
な
ど
い
へ
る
は
皆
中
山
な
り
。
長
山
と
い
へ
る
事
は
な
し
。

顕
昭
の
『
古
今
集
注
』
に
も
同
様
の
説
を
述
べ
、「
又
故
頼
政
入
道
モ
、
サ

ヤ
ノ
長
山
ト
イ
フ
ト
申
シ
キ
、
彼
モ
父
仲
正
下
総
介
ニ
テ
相
具
下
向
也
」
と

記
さ
れ
るＪ
。
仲
正
が
下
総
守
で
あ
っ
た
の
は
永
久
六
年
（
一
一
一
八
）
頃
の

こ
と
で
、
頼
政
の
下
向
は
、
十
代
半
ば
と
考
え
ら
れ
て
い
るＫ
。『
無
名
抄
』

に
見
る
通
り
、
頼
政
は
長
明
が
特
に
注
目
す
る
和
歌
の
先
達
で
あ
っ
た
。
あ

く
ま
で
も
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
あ
る
い
は
頼
政
あ
た
り
が
齎
し
た
情
報

が
、
歌
林
苑
周
辺
に
流
布
し
、
長
明
の
耳
に
も
達
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
歌
枕
と
し
て
の
知
見
で
は
な
く
、
国
土
の
東
端
と
い
う
位
置
と
、
仏

具
を
荘
厳
す
る
琥
珀
の
産
地
と
い
う
特
質
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
知
見
を
、

新
た
な
歌
枕
の
創
出
を
狙
い
提
示
し
て
み
せ
た
の
が
、
こ
の
歌
に
仕
組
ん
だ

長
明
の
企
図
で
は
な
か
っ
た
か
。

六　

長
明
が
目
指
し
た
も
の

　

長
明
の
企
図
を
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
み
た
時
、
た
だ
ち
に
思
い
合
わ
さ
れ

て
く
る
の
が
、『
無
名
抄
』
に
「
瀬
見
の
小
川
の
事Ｌ
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る

著
名
な
逸
話
で
あ
る
。
長
い
が
左
に
全
文
を
引
く
。

光
行
、
賀
茂
社
歌
合
と
て
し
侍
し
時
、
予
、
月
の
歌
に
、

石
川
や
瀬
見
の
小
川
の
清
け
れ
ば
月
も
流
れ
を
た
づ
ね
て
ぞ
す
む

と
て
読
て
侍
し
を
、
判
者
に
て
師
光
入
道
、「
か
か
る
河
や
は
あ
る
」

と
て
、
負
け
に
な
り
侍
に
き
。
思
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
よ
み
て
侍
し
か
ど
、

か
く
な
り
し
か
ば
、
い
ぶ
か
し
く
お
ぼ
え
侍
し
程
に
、「
そ
の
度
の
判

す
べ
て
心
得
ぬ
事
多
か
り
」
と
て
、
又
あ
ら
た
め
て
、
顕
昭
法
師
に
判

せ
さ
せ
侍
し
時
、
こ
の
歌
の
と
こ
ろ
に
判
し
て
い
は
く
、「
石
川
瀬
見

の
小
川
、
い
と
も
聞
き
お
よ
び
侍
ら
ず
。
た
ゞ
し
、
を
か
し
く
続
け
た

り
。
か
ゝ
る
河
な
ど
の
侍
に
や
。
と
こ
ろ
の
者
に
尋
ね
て
定
む
べ
し
」

と
て
、
事
を
切
ら
ず
。
後
に
顕
昭
に
あ
ひ
た
り
し
時
、
こ
の
事
語
り
出

で
て
、「
あ
れ
は
賀
茂
河
の
異
名
な
り
。
当
社
の
縁
起
に
侍
り
」
と
申

し
か
ば
、
驚
き
て
、「
か
し
こ
く
ぞ
お
ぢ
て
難
ぜ
ず
侍
り
け
る
。
さ
り

と
も
、『
顕
昭
ら
が
聞
き
お
よ
ば
ぬ
名
所
あ
ら
ん
や
は
』
と
思
ひ
て
、

や
ゝ
も
せ
ば
難
じ
つ
べ
く
お
ぼ
え
侍
し
か
ど
、
誰
が
歌
と
は
知
ら
ね
ど

歌
ざ
ま
の
よ
ろ
し
く
見
え
し
か
ば
、
所
措
き
て
さ
や
う
に
申
て
侍
し
。

こ
れ
す
で
に
老
の
功
な
り
」
と
な
む
申
侍
し
。
そ
の
後
、
こ
の
事
を
聞

き
て
、
禰
宜
祐
兼
、
大
き
に
難
じ
侍
り
き
。「
か
や
う
の
事
を
ば
、
い

み
じ
か
ら
ん
晴
れ
の
会
、
も
し
は
国
王
、
大
臣
の
御
前
な
ど
に
て
こ
そ

よ
ま
め
。
か
ゝ
る
褻
事
に
よ
み
た
る
、
無
念
な
る
事
な
り
」
と
申
侍
し
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程
に
、
隆
信
朝
臣
こ
の
河
を
よ
む
。
又
顕
昭
法
師
、
左
大
将
の
百
首
の

歌
合
の
時
、
こ
れ
を
よ
む
。
祐
兼
い
は
く
、「
さ
れ
ば
こ
そ
、
我
い
み

じ
く
よ
み
出
だ
し
た
り
と
思
は
れ
た
れ
ど
、
世
の
末
に
は
、
い
づ
れ
か

先
な
り
け
む
、
人
は
い
か
で
か
知
ら
ん
。
何
と
な
く
ま
ぎ
れ
て
や
み
ぬ

べ
か
め
り
」
と
本
意
な
が
り
侍
し
を
、
新
古
今
撰
ば
れ
し
時
、
こ
の
歌

入
れ
ら
れ
た
り
。
い
と
人
も
知
ら
ぬ
事
な
る
を
と
り
申
人
な
ど
の
侍
け

る
に
や
。
す
べ
て
こ
の
度
の
集
に
十
首
入
り
て
侍
り
。
こ
れ
過
分
の
面

目
な
る
う
ち
に
も
、
こ
の
歌
の
入
り
て
侍
る
が
、
生
死
の
余
執
と
も
な

る
ば
か
り
う
れ
し
く
侍
な
り
。
あ
は
れ
、
無
益
の
事
ど
も
か
な
。

　
「
鴨
社
歌
合
と
て
人
々
よ
み
侍
り
け
る
に
」
の
詞
書
を
付
し
て
『
新
古
今

集
』
に
入
集
す
る
一
首
（
神
祇
・
一
八
九
四
、
撰
者
名
注
記
は
雅
経
）
に
関
す
る

話
だ
が
、
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
は
元
暦
元
年
（
一
一

八
四
）
九
月
「
神
主
重
保
別
雷
社
後
番
歌
合
」（
四
五
一
）
の
作
と
す
る
。
し

か
し
催
行
者
は
源
光
行
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
は
別
機
会
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
光
行
研
究
の
側
か
ら
は
、「
少
な
く
と
も
『
千
載
和
歌
集
』

歌
人
と
な
っ
た
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
二
十
六
歳
以
降
、
鎌
倉
に
移
住
し

た
か
と
思
わ
れ
る
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
三
十
六
歳
以
前
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
かＭ
」
と
の
推
定
も
出
さ
れ
た
。
歌
合
の
催
行
下
限
は
、
ま
ず
顕
昭

が
『
六
百
番
歌
合
』
で
「
瀬
見
の
小
川
」
を
詠
む
（
六
六
七
番
歌
）
以
前
で

あ
る
。
な
お
、
藤
原
隆
信
の
詠
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
作
（
二
四
四
八
番
歌
）

で
あ
る
（
当
該
番
の
判
者
は
顕
昭
）。
顕
昭
は
『
袖
中
抄
』
第
十
七
の
「
せ
み

の
を
が
は
」
項
で
「
山
城
国
風
土
記
逸
文
」
を
引
き
こ
の
語
句
に
つ
い
て
考

証
し
て
い
る
の
で
、
歌
合
は
『
袖
中
抄
』
成
立
以
前
の
催
行
と
な
ろ
う
。『
袖

中
抄
』
は
大
部
な
歌
学
書
で
あ
り
、
短
期
間
に
成
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
人
物
呼
称
か
ら
そ
の
成
立
上
限
は
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
頃
と
さ

れＮ
、
下
限
に
つ
い
て
は
『
六
百
番
歌
合
』
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
る
がＯ
、
文
治

年
間
の
成
立
と
す
る
の
が
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
該
歌
合
の
催
行
上
限
は
、
長
明
歌
が
家
集
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
成
立
以
降
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
寿
永
元
年
（
養
和
二
年
）
に

光
行
は
弱
冠
二
十
歳
だ
が
、『
月
詣
和
歌
集
』
に
は
四
首
入
集
す
る
。
す
る

と
結
局
、『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
の
比
定
も
、
時
期
に
関
す
る
限
り
あ
な
が

ち
不
当
で
は
な
く
、
生
蓮
（
源
師
光
）
そ
し
て
顕
昭
を
判
者
と
し
て
招
聘
で

き
る
点
な
ど
、
重
保
が
主
催
す
る
歌
合
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
諸
事
情

は
自
然
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
重
保
の
後
見
の
も
と
、

新
進
歌
人
光
行
名
義
で
開
催
さ
れ
た
と
い
っ
た
事
情
が
存
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

歌
合
の
催
行
年
時
に
関
す
る
再
吟
味
は
以
上
で
措
く
と
し
て
、
稿
者
が
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
神
社
の
縁
起
に
関
わ
り
な
が
ら
、
歌
人
た
ち
が
一

般
に
認
知
し
な
い
「
瀬
見
の
小
川
」
と
い
う
地
名
を
持
ち
出
し
た
長
明
の
企

図
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
祐
兼
の
非
難
を
呼
ぶ
こ
と
に
も
な
る
の
だ
が
、
考
え

て
み
れ
ば
「
賀
茂
（
鴨
）
社
歌
合
」
と
い
う
場
に
、
当
社
の
縁
起
に
由
来
す

る
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
作
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
行
為

と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
明
の
企
図
は
正
し
く
理
解
さ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
初
判
の
折
、「
瀬
見
の
小
川
」
へ
の
疑
義
は
当
然
、

難
陳
の
場
で
俎
上
に
の
ぼ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
長
明
は
な
ぜ
、
そ
の
時
そ
の

場
で
陳
じ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
再
判
の
折
に
も
陳
弁
し
た
形
跡
は
な
い
。

す
べ
て
が
終
わ
っ
た
後
で
、
よ
う
や
く
顕
昭
に
種
明
か
し
を
語
り
、
結
果
的

に
は
そ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
顕
昭
に
脅
か
さ
れ
る
事
態
を
招
い
たＰ
。
こ
の
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歌
合
は
、
結
番
の
後
、
披
講
・
難
陳
を
経
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
判
に
付

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
「
瀬
見
の
小
川
」
を
詠
む
長
明
と
、
ま
っ
た
く
同
工
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
が
、「
玉
寄
す
る
三
崎
」
の
作
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
歌
人
た
ち
の
認
知
し
な
い
地
名
、
和
歌
的
な
本
意
は
存
し
な

い
が
そ
れ
な
り
の
由
緒
や
特
質
を
有
す
る
地
名
を
、
新
た
に
和
歌
の
世
界
に

持
ち
だ
そ
う
と
す
る
行
為
、
そ
れ
は
名
所
・
歌
枕
の
発
掘
、
と
い
う
よ
り
も

創
出
で
あ
り
、好
士
と
し
て
の
名
誉
を
求
め
る
姿
勢
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
無

名
抄
』
そ
の
他
か
ら
濃
厚
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
長
明
の
土
地
に
対

す
る
強
い
興
味
な
ど
と
も
、
こ
の
機
制Ｑ
は
響
き
合
う
よ
う
に
も
思
う
が
、
二

十
歳
代
か
ら
三
十
路
に
か
か
る
頃
に
、
長
明
が
歌
人
と
し
て
目
指
し
て
い
た

も
の
の
一
端
を
、
こ
う
し
た
姿
勢
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　

も
し
も
鴨
長
明
が
、
晩
年
に
再
び
家
集
を
編
む
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

「
石
川
や
」
の
歌
は
当
然
収
録
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は

「
瀬
見
の
小
川
」
を
め
ぐ
る
左
注
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

い
や
、『
無
名
抄
』
の
「
瀬
見
の
小
川
の
事
」
の
章
段
そ
の
も
の
が
、
既
に

し
て
こ
の
歌
の
左
注
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）　

辻
勝
美
「
鴨
長
明
集
成
立
年
時
考
」（
日
本
大
学
『
語
文
』
五
七　

一
九
八

三
年
五
月
）。

（
２
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
六
巻
（
一
九

九
五
年　

朝
日
新
聞
社
）
所
収
。
な
お
『
鴨
長
明
集
』
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

は
、
辻
勝
美
「
鴨
長
明
と
そ
の
家
集
」（『
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』

二
五　

一
九
八
一
年
三
月
）
参
照
。
そ
の
ほ
か
、
本
文
研
究
に
犬
井
善
寿
「
鴨

長
明
の
家
集
の
諸
本
と
そ
の
本
文
│
伝
本
分
類
の
試
み
│
」（『
文
芸
言
語
研
究

（
文
芸
篇
）』
四
八　

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）。

（
３
）　

以
下
、
和
歌
の
引
用
は
原
則
と
し
て
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
。

（
４
）　

熊
本
女
子
大
学
国
語
学
研
究
室
編
『
東
関
紀
行　

本
文
及
び
総
索
引
』（
一

九
七
七
年　

笠
間
書
院
）
に
拠
る
。
底
本
は
続
群
書
類
従
完
成
会
版
。
私
に
濁

点
を
付
加
し
た
。
な
お
校
本
に
よ
れ
ば
、
当
該
箇
所
に
二
首
の
和
歌
を
掲
載
す

る
の
は
群
書
類
従
本
だ
け
で
あ
る
。

（
５
）　
『
歌
苑
抄
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
簗
瀬
一
雄
『
俊
恵
研
究
』（
一
九
七
六
年　

加
藤
中
道
館
）
お
よ
び
久
保
木
秀
夫
「『
歌
苑
抄
』
再
考
│
藤
原
資
経
筆
断
簡

の
紹
介
か
ら
│
」（『
文
学
』
二
〇
〇
二
年
三
月
、『
中
古
中
世
散
佚
歌
集
研
究
』

二
〇
一
〇
年　

青
簡
舎　

所
収
）
は
成
立
下
限
を
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
七

月
と
す
る
。
さ
ら
に
久
保
木
は
成
立
上
限
を
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
十
月
と

す
る
。
殿
本
佳
美
「『
歌
苑
抄
』
断
簡
考
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
九
二　

二

〇
〇
八
年
三
月
）
は
、
新
出
断
簡
に
藤
原
隆
信
が
五
位
で
表
記
さ
れ
、
承
安
四

年
（
一
一
七
四
）
以
前
の
成
立
を
示
す
徴
証
を
示
し
つ
つ
、
成
立
上
限
説
と
の

矛
盾
に
つ
い
て
結
論
を
保
留
し
て
い
る
。

（
６
）　
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
四
〇
〇
。

（
７
）　

久
保
田
淳
「
長
明
に
お
け
る
和
歌
と
散
文
」（『
国
文
学
』
一
九
八
〇
年
九

月
）。

（
８
）　
「『
鴨
長
明
集
』
全
注
解
稿
（
三
）」（『
光
華
日
本
文
学
』
九　

二
〇
〇
一
年

八
月
）。

（
９
）　

下
西
善
三
郎
「
長
明
集
の
歌
│
歌
の
合
成
│
」（
桑
原
博
史
編
『
日
本
古
典

文
学
の
諸
相
』
一
九
九
七
年　

勉
誠
社
）。

（
10
）　

安
田
徳
子
『
万
代
和
歌
集
（
上
）』（
一
九
九
八
年　

明
治
書
院
）。

（
11
）　

な
お
当
該
長
明
歌
に
つ
い
て
、
こ
の
本
説
と
の
関
係
を
示
唆
し
た
の
も
、
久

保
田
淳
前
掲
論
文
で
あ
っ
た
。

（
12
）　

日
本
歴
史
地
名
大
系
『
千
葉
県
の
地
名
』（
一
九
九
六
年　

平
凡
社
）。

（
13
）　

講
座
日
本
荘
園
史
５
『
東
北
・
関
東
・
東
海
地
方
の
荘
園
』（
一
九
九
〇
年　

吉
川
弘
文
館
）
の
「
下
総
国
」
項
（
伊
藤
喜
良
）。

（
14
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
別
巻
二
『
翻
刻
明
月
記
一
』（
二
〇
一
一
年　

朝
日
新
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聞
社
）
に
拠
る
。

（
15
）　

小
倉
光
夫
「
藤
原
定
家
の
下
総
三
崎
荘
│
荘
園
を
介
し
て
の
堂
上
公
卿
と
の

接
触
│
」（『
房
総
風
雅
史
』
二
〇
〇
三
年　

思
文
閣
出
版
）、
同
「
下
総
三
崎

荘
の
藤
原
定
家
か
ら
鎌
倉
文
化
ま
で
│
平
安
公
卿
藤
原
氏
か
ら
の
文
化
的
萌
芽

│
」（『
房
総
風
雅
史
│
古
代
・
中
世
編
│
』（
二
〇
一
〇
年　

思
文
閣
出
版
）。

（
16
）　

粟
島
台
遺
跡
発
掘
調
査
会
編
『
銚
子
市
粟
島
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
一

九
九
〇
年
六
月
）。

（
17
）　

例
え
ば
東
京
国
立
博
物
館
蔵
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
「
琥
珀
念
珠
（
付
属
・
牡

丹
に
猫
文
彩
漆
合
）」（
列
品
番
号
Ｎ
‐
二
八
七
、
重
要
文
化
財
）
は
、
鎌
倉
時

代
の
製
と
さ
れ
る
。

（
18
）　

歌
論
歌
学
集
成
第
四
巻
（
二
〇
〇
〇
年　

三
弥
井
書
店
）。

（
19
）　

日
本
歌
学
大
系
別
巻
四
（
一
九
八
〇
年　

風
間
書
房
）。

（
20
）　

井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』（
一
九
七
八
年　

笠
間
書
院
）
三

二
三
頁
。

（
21
）　

歌
論
歌
学
集
成
第
七
巻
（
二
〇
〇
六
年　

三
弥
井
書
店
）。

（
22
）　

池
田
利
夫
『
新
訂
河
内
本
源
氏
物
語
成
立
年
譜
攷
│
源
光
行
一
統
年
譜
を
中

心
に
│
』（
一
九
八
〇
年　

日
本
古
典
文
学
会
）。

（
23
）　

岡
田
希
雄
「
袖
中
抄
の
著
述
年
代
に
関
す
る
疑
問
」（『
国
語
国
文
』
一
九
三

二
年
四
、
五
、
八
月
）。

（
24
）　

竹
下
豊
「
晩
年
の
顕
昭
│
『
六
百
番
歌
合
』
を
中
心
と
し
て
│
」（『
国
語
国

文
』
一
九
七
六
年
五
月
）。

（
25
）　

こ
の
あ
た
り
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
林
一
彦
「
長
明
伝
を
み
な
お
す

│
祐
兼
・
顕
昭
・
寂
蓮
ら
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
中
世
文
学
』
四
二　

一
九
九
七

年
六
月
）
に
検
討
が
あ
る
。
な
お
、
木
下
華
「『
無
名
抄
』
の
再
検
討
│
「
セ

ミ
ノ
を
カ
ハ
ノ
事
」
か
ら
」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
〇
三
年
八
月
）
は
、
長

明
の
作
為
性
を
論
ず
る
。

（
26
）　

田
渕
句
美
子
『
新
古
今
集　

後
鳥
羽
院
と
定
家
の
時
代
』（
二
〇
一
〇
年　

角
川
学
芸
出
版
）
に
も
、
鳥
飼
離
宮
を
め
ぐ
る
長
明
の
こ
う
し
た
衒
学
的
詠
法

に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
（
一
六
五
〜
一
六
六
頁
）。

【
付
記
】

　

本
稿
に
示
し
た
『
鴨
長
明
集
』
左
注
歌
の
解
釈
は
、
小
林
保
治
編
『
超
訳
方
丈
記

を
読
む
』（
二
〇
一
二
年
三
月　

新
人
物
往
来
社
）
収
載
の
小
稿
「
鴨
長
明
の
和
歌

を
味
わ
う
│
歌
人
・
鴨
長
明
と
『
鴨
長
明
集
』『
新
古
今
集
』」
に
も
そ
の
要
点
の
み

を
記
し
た
。
な
お
、
校
正
中
に
接
し
た
久
保
田
淳
「
鴨
長
明
と
東
国
」（『
文
学
』
二

〇
一
二
年
三
月
）
に
も
、
当
該
歌
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。


